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【手続補正書】
【提出日】平成29年5月11日(2017.5.11)
【手続補正１】
【補正対象書類名】特許請求の範囲
【補正対象項目名】全文
【補正方法】変更
【補正の内容】
【特許請求の範囲】
【請求項１】
　各々が入射する電磁波に基づく電気信号を出力する、行列状に設けられた複数の電気信
号出力部と、各々が前記電気信号出力部に対応して設けられ、各々が前記電気信号出力部
から入力される前記電気信号をデジタル信号に変換する複数のＡ／Ｄ変換部と、を有する
画素アレイを有し、
　さらに、前記電気信号出力部と前記Ａ／Ｄ変換部との少なくとも一方に駆動バイアスを
供給する、第１の方向に延在する第１の信号線と、
　前記Ａ／Ｄ変換部が出力する前記デジタル信号を伝送する、前記第１の方向に延在する
第２の信号線と、
　前記電気信号出力部は、前記第１の方向に対して交差する第２の方向で隣り合う、第１
の電気信号出力部と第２の電気信号出力部とを有し、
　第１の電気信号出力部と前記第２の電気信号出力部は、前記第１の電気信号出力部に対
応する前記第２の信号線と、前記第２の電気信号出力部に対応する前記第２の信号線との
間に設けられ、
　前記第１の電気信号出力部に対応する前記第１の信号線と、前記第２の電気信号出力部
に対応する前記第１の信号線は、前記第１の電気信号出力部と前記第２の電気信号出力部
との間に設けられ、
　前記第１の電気信号出力部に対応する前記第２の信号線と、前記第２の電気信号出力部
に対応する前記第２の信号線は、前記第１の電気信号出力部と前記第２の電気信号出力部
との間に設けられていないことを特徴とする撮像装置。
【請求項２】
　各々が入射する電磁波に基づく電気信号を出力する、行列状に設けられた複数の電気信
号出力部と、各々が前記電気信号出力部に対応して設けられ、各々が前記電気信号出力部
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から入力される前記電気信号をデジタル信号に変換する複数のＡ／Ｄ変換部と、を有する
画素アレイを有し、
　さらに、前記電気信号出力部と前記Ａ／Ｄ変換部との少なくとも一方に駆動バイアスを
供給するとともに、第１の方向に延在する第１の信号線と、
　前記Ａ／Ｄ変換部が出力する前記デジタル信号を伝送する、前記第１の方向に延在する
第２の信号線と、
　前記電気信号出力部は、前記第１の方向に対して交差する第２の方向で隣り合う、第１
の電気信号出力部と第２の電気信号出力部とを有し、
　前記第１の画素の画素に対応する前記第１の信号線と、前記第２の画素に対応する前記
第１の信号線の間の距離は、前記第１の画素に対応する前記第２の信号線と、前記第２の
画素に対応する前記第２の信号線の間の距離よりも短いことを特徴とする撮像装置。
【請求項３】
　前記撮像装置は、
　各々が前記電気信号出力部の各列に対応して設けられた、前記デジタル信号を保持する
複数の記憶部と、選択回路をさらに有し、
　前記記憶部は、第１の記憶部と、第２の記憶部と、を有し、
　前記複数のＡ／Ｄ変換部の各々が、互いに異なる列の前記電気信号出力部に対応して設
けられ、
　前記選択回路が、一の前記第２の信号線が伝送する、前記複数のＡ／Ｄ変換部の一方の
前記デジタル信号を前記第１の記憶部に出力し、
　前記選択回路が、前記一の第２の信号線が伝送する、前記複数のＡ／Ｄ変換部の他方の
前記デジタル信号を前記第２の記憶部に出力することを特徴とする請求項１または２に記
載の撮像装置。
【請求項４】
　前記電気信号出力部は、前記電磁波を光電変換する光電変換部を備え、
　前記第１の信号線が前記電気信号出力部に供給する前記駆動バイアスが、前記光電変換
部に供給されることを特徴とする請求項１～３のいずれか１項に記載の撮像装置。
【請求項５】
　前記画素アレイが、各々が前記電気信号出力部と前記Ａ／Ｄ変換部とを有する行列状に
設けられた複数の画素を有し、
　前記画素が、前記電気信号を増幅した信号を前記Ａ／Ｄ変換部に出力する増幅器をさら
に有することを特徴とする請求項１～４のいずれか１項に記載の撮像装置。
【請求項６】
　前記撮像装置が、前記増幅器に駆動バイアスを供給する第３の信号線をさらに有し、
　前記第１の信号線と前記第３の信号線とを含む信号線群と、前記第２の信号線との間に
前記電気信号出力部が設けられていることを特徴とする請求項５に記載の撮像装置。
【請求項７】
　１つの前記Ａ／Ｄ変換部が、複数行の前記電気信号出力部に対応して設けられているこ
とを特徴とする請求項１～４のいずれか１項に記載の撮像装置。
【請求項８】
　前記画素アレイは、各々が前記電気信号を増幅した信号を前記Ａ／Ｄ変換部に出力する
複数の増幅器をさらに有し、
　１つの前記増幅器あるいは複数の前記増幅器が、前記複数行の前記電気信号出力部に対
応して設けられた前記１つのＡ／Ｄ変換部に対応して設けられていることを特徴とする請
求項７に記載の撮像装置。
【請求項９】
　前記撮像装置が、前記増幅器に駆動バイアスを供給する第３の信号線をさらに有し、
　前記第１の信号線と前記第３の信号線とを含む信号線群と、前記第２の信号線との間に
前記電気信号出力部が設けられていることを特徴とする請求項８に記載の撮像装置。
【請求項１０】
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　１つの前記Ａ／Ｄ変換部が、複数行の前記電気信号出力部および、複数列の前記電気信
号出力部と、に対応して設けられていることを特徴とする請求項１～４のいずれか１項に
記載の撮像装置。
【請求項１１】
　前記撮像装置は、各々が前記電気信号を増幅した信号を前記Ａ／Ｄ変換部に出力する複
数の増幅器をさらに有し、
　前記増幅器が、前記１つのＡ／Ｄ変換部に対応して設けられ、
　前記第１の信号線と前記第２の信号線との間に、前記増幅器が設けられていることを特
徴とする請求項１０に記載の撮像装置。
【請求項１２】
　前記撮像装置が、前記増幅器に駆動バイアスを供給する第３の信号線をさらに有し、
　前記第１の信号線と前記第３の信号線とを含む信号線群と、前記第２の信号線との間に
前記電気信号出力部が設けられていることを特徴とする請求項１１に記載の撮像装置。
【請求項１３】
　１つの前記Ａ／Ｄ変換部が、複数行の前記電気信号出力部および、複数列の前記電気信
号出力部に対応して設けられ、
　前記撮像装置はさらに、前記Ａ／Ｄ変換部にランプ信号を供給する第４の信号線を有し
、
　前記第１の信号線と前記第４の信号線との間に前記１つのＡ／Ｄ変換部が設けられてい
ることを特徴とする請求項１２に記載の撮像装置。
【請求項１４】
　前記Ａ／Ｄ変換部が、ランプ信号と前記電気信号に基づく信号とを比較した結果を示す
比較結果信号を生成する比較器を有し、
　前記撮像装置が、
　クロック信号を計数したカウンタ信号を生成するカウンタと、
　前記比較器から前記比較結果信号が入力されるメモリと、
　前記カウンタから前記メモリに前記カウンタ信号を供給するカウンタ信号線と、をさら
に有し、
　前記第２の信号線および前記カウンタ信号線を含む信号線群と、前記第１の信号線との
間に、前記電気信号出力部が設けられていることを特徴とする請求項１３に記載の撮像装
置。
【請求項１５】
　前記撮像装置が、前記メモリに駆動バイアスを供給する信号線をさらに有し、
　前記第２の信号線および前記カウンタ信号線を含む信号線群と、前記メモリに駆動バイ
アスを供給する前記信号線との間に、前記電気信号出力部が設けられていることを特徴と
する請求項１４に記載の撮像装置。
【請求項１６】
　請求項１～１５のいずれか１項に記載の撮像装置と、
　前記撮像装置が出力する信号を処理する信号処理部とを有することを特徴とする撮像シ
ステム。
【手続補正２】
【補正対象書類名】明細書
【補正対象項目名】０００５
【補正方法】変更
【補正の内容】
【０００５】
　本発明は上記の課題を解決するために為されたものであり、一の態様は、各々が入射す
る電磁波に基づく電気信号を出力する、行列状に設けられた複数の電気信号出力部と、各
々が前記電気信号出力部に対応して設けられ、各々が前記電気信号出力部から入力される
前記電気信号をデジタル信号に変換する複数のＡ／Ｄ変換部と、を有する画素アレイを有



(4) JP 2017-108456 A5 2017.7.27

し、さらに、前記電気信号出力部と前記Ａ／Ｄ変換部との少なくとも一方に駆動バイアス
を供給する、第１の方向に延在する第１の信号線と、前記Ａ／Ｄ変換部が出力する前記デ
ジタル信号を伝送する、前記第１の方向に延在する第２の信号線と、前記電気信号出力部
は、前記第１の方向に対して交差する第２の方向で隣り合う、第１の電気信号出力部と第
２の電気信号出力部とを有し、第１の電気信号出力部と前記第２の電気信号出力部は、前
記第１の電気信号出力部に対応する前記第２の信号線と、前記第２の電気信号出力部に対
応する前記第２の信号線との間に設けられ、前記第１の電気信号出力部に対応する前記第
１の信号線と、前記第２の電気信号出力部に対応する前記第１の信号線は、前記第１の電
気信号出力部と前記第２の電気信号出力部との間に設けられ、前記第１の電気信号出力部
に対応する前記第２の信号線と、前記第２の電気信号出力部に対応する前記第２の信号線
は、前記第１の電気信号出力部と前記第２の電気信号出力部との間に設けられていないこ
とを特徴とする撮像装置である。
【手続補正３】
【補正対象書類名】明細書
【補正対象項目名】０００６
【補正方法】変更
【補正の内容】
【０００６】
　また、別の態様は、各々が入射する電磁波に基づく電気信号を出力する、行列状に設け
られた複数の電気信号出力部と、各々が前記電気信号出力部に対応して設けられ、各々が
前記電気信号出力部から入力される前記電気信号をデジタル信号に変換する複数のＡ／Ｄ
変換部と、を有する画素アレイを有し、さらに、前記電気信号出力部と前記Ａ／Ｄ変換部
との少なくとも一方に駆動バイアスを供給するとともに、第１の方向に延在する第１の信
号線と、前記Ａ／Ｄ変換部が出力する前記デジタル信号を伝送する、前記第１の方向に延
在する第２の信号線と、前記電気信号出力部は、前記第１の方向に対して交差する第２の
方向で隣り合う、第１の電気信号出力部と第２の電気信号出力部とを有し、前記第１の画
素の画素に対応する前記第１の信号線と、前記第２の画素に対応する前記第１の信号線の
間の距離は、前記第１の画素に対応する前記第２の信号線と、前記第２の画素に対応する
前記第２の信号線の間の距離よりも短いことを特徴とする撮像装置である。
【手続補正４】
【補正対象書類名】明細書
【補正対象項目名】０００７
【補正方法】削除
【補正の内容】
【手続補正５】
【補正対象書類名】明細書
【補正対象項目名】０００８
【補正方法】削除
【補正の内容】
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